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一
、
本
文
中
の
漢
字
は
原
則
、
現
行
の
通
行
体
を
用
い
た
。

一
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
原
則
、
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。

一
、�

原
漢
文
の
も
の
に
つ
い
て
は
、『
真
宗
聖
典
』（
東
本
願
寺
出
版
部
）
を
参
考
に
、
適
宜
句
読
点
お
よ

び
濁
点
を
補
っ
た
。
ま
た
亀
甲
括
弧
内
は
筆
者
が
添
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、�

原
漢
文
の
も
の
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
助
字
は
漢
字
の
意
味
を
示
す
た
め
に
平
仮
名
に
改
め
ず
、

そ
の
ま
ま
漢
字
を
残
し
た
。
ま
た
原
則
、
左
訓
は
省
略
し
た
。

一
、�

出
典
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

　
　

・『
定
本
教
行
信
証
』
→
『
定
本
』　

・『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
→
『
定
親
全
』

　
　

・『
浄
土
宗
全
書
』　 

→
『
浄
全
』　

・『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』　 

→
『
大
正
蔵
』

　
　

・『
真
宗
聖
教
全
書
』
→
『
真
聖
全
』・『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
→
『
集
成
』

一
、
敬
称
は
省
略
し
た
。



は
じ
め
に

　

本
稿
は
親
鸞
に
お
け
る
「
応
化
身
」
の
領
解
に
つ
い
て
、
特
に
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、『
教
行
信
証
』）「
顕
浄
土
真
実

証
文
類
四
」（
以
下
、「
証
巻
」）
を
中
心
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
、
い
ま
親
鸞
の
「
応
化
身
」
に
つ
い
て
の
領
解
を
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
の
理
由
を
端
的
に
示
せ
ば
、
筆
者
は
親
鸞
の
還
相
回
向
に
つ
い
て
の
思
想
を
紐
解
く
一
つ
の
要
因
が
「
応
化

身
」
の
領
解
に
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
親
鸞
の
「
応
化
身
」
の
領
解
と
還
相
回
向
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、
問
題

の
所
在
を
明
示
し
た
い
。

　

親
鸞
は
自
身
の
立
脚
す
る
「
浄
土
真
宗
」
と
い
う
仏
道
に
つ
い
て
、「
顕
浄
土
真
実
教
文
類
一
」（
以
下
、「
教
巻
」）
に
、

謹
〔
ん
〕
で
浄
土
真
宗
を
按
ず
る
に
二
種
の
廻
向
有
り
。
一
に
は
往
相
、
二
に
は
還
相
な
り
。�

（『
定
本
』
九
頁
・
原
漢
文
）

と
、
往
相
回
向
・
還
相
回
向
と
い
う
「
二
種
の
廻
向
」
を
根
幹
と
な
す
こ
と
を
顕
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
親
鸞
の
思
想
─
浄
土
真
宗
─

に
つ
い
て
考
え
る
上
で
は
、
往
還
二
回
向
の
領
解
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
二
種
回
向
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
に
顕
す
際
、
往
相
回
向
を
「
教
巻
」
か
ら
「
証
巻
」
に
渡
っ
て
示
す
こ
と
に
対
し
、

還
相
回
向
は
、「
証
巻
」
還
相
回
向
釈
に
お
い
て
の
み
主
題
的
に
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
教
学
上
親
鸞
の
還
相
回
向
に
関
す
る
理
解

は
、
先
学
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
種
々
様
々
な
説
が
存
在
し
、
現
在
に
至
っ
て
も
尚
、
特
に
「
利
他
」
の
主
体
と
「
教
化
」
の
主
体
と
い

う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
理
解
は
未
だ
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
多
様
な
見
解
が
併
存
し
て

い
る
現
状
は
、
か
え
っ
て
親
鸞
の
還
相
回
向
観
を
よ
り
難
解
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（1） 

（2） 

（3） 
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こ
の
よ
う
な
現
状
を
見
直
す
為
に
は
、
い
ま
一
度
親
鸞
の
記
し
た
言
葉
に
立
ち
か
え
っ
て
、
そ
の
内
容
を
厳
密
に
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
親
鸞
が
還
相
回
向
を
ど
の
よ
う
に
示
し
た
の
か
、『
教
行
信
証
』「
証
巻
」
に
は
、

二
に
還
相
の
回
向
と
言
う
は
、
則
ち
是
れ
利
他
教
化
地
の
益
〈
マ
ス　

タ
ス
ク
ト
モ
〉
也
。
則
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
必
至
補
処
の
願
よ

り
出
〔
で
〕
た
り
。
亦
一
生
補
処
之
願
と
名
〔
づ
〕
く
。
亦
還
相
回
向
之
願
と
名
〔
づ
〕
く
可
き
也
。『
註
論
』
に
顕
〔
れ
〕
た
り
。

故
に
願
文
を
出
〔
さ
〕
ず
、『
論
の
註
』
を
披
く
可
し
。�

（『
定
本
』
二
〇
一
頁
・
原
漢
文
・
傍
線
部
筆
者
・
山
括
弧
内
左
訓
）

と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
還
相
回
向
を
「
利
他
教
化
地
の
益
」
と
顕
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
利
他
教
化
地
の
益
」
が
具

体
的
に
如
何
な
る
こ
と
を
示
す
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
還
相
回
向
は
「
利
益
」
で
は
な
く
、「
益
〈
マ
ス　

タ
ス
ク
ト
モ
〉」
と
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
言
葉
に
厳
密
な
親
鸞
の
意
を
窺
え
ば
、
還
相
回
向
と
は
、「
利
他
教
化
地
の
利
益
」
─
「
利
他

教
化
地
と
い
う
、
他
者
を
教
化
す
る
位
が
獲
信
の
念
仏
者
に
利
益

0

0

と
し
て
与
え
ら
れ
る
」
─
と
い
う
如
来
の
は
た
ら
き
で
は
な
く
、「
娑

婆
世
界
と
い
う
場
に
お
い
て
利
他
教
化
を
行
う
」
如
来
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の

0

0

0

0

を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
「
利
他
教
化
地
益
」

の
理
解
の
不
明
瞭
さ
が
、
親
鸞
の
還
相
回
向
観
に
つ
い
て
の
領
解
を
難
解
に
し
て
い
る
一
つ
の
原
因
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
提
起
を
念
頭
に
置
き
、
親
鸞
が
「
証
巻
」
還
相
回
向
釈
に
お
い
て
、
最
初
に
引
文
す
る
天
親
の
『
無
量
寿

経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』（
以
下
、『
浄
土
論
』）
の
出
第
五
門
の
、

『
浄
土
論
』
に
曰
〔
わ
〕
く
、
出
第
五
門
〔
と
〕
は
、
大
慈
悲
を
以
て
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
、
応
化
の
身
を
示
す
。
生
死     

の
園
煩
悩
の
林
の
中
に
回
入
し
て
、
神
通
に
遊
戯
し
て
教
化
地
に
至
る
。
本
願
力
の
回
向
を
以
て
の
故
に
。
是
〔
れ
〕
を
出
第
五
門     

と
名
〔
づ
〕
く
、
と
。
已
上�

（『
定
本
』
二
〇
一
頁
・
原
漢
文
）

と
い
う
文
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
た
い
。
何
故
な
ら
、
親
鸞
は
先
に
見
た
還
相
回
向
釈
の
文
に
、
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則
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
必
至
補
処
の
願
よ
り
出
〔
で
〕
た
り
。
亦
一
生
補
処
之
願
と
名
〔
づ
〕
く
。
亦
還
相
回
向
之
願
と
名
〔
づ
〕
く

可
き
也
。�

（『
定
本
』
二
〇
一
頁
・
原
漢
文
）

と
示
し
、
そ
の
出
処
を
「
第
二
十
二
願
」
に
見
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
『
大
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
大
経
』）
よ
り
願
文
を
引
文

せ
ず
、
そ
れ
を
「
顕
註
論
」
と
い
う
指
示
を
以
て
、
曇
鸞
の
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』（
以
下
、『
浄
土
論
註
』）
を
「
被
く
可

し
」
と
述
べ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
展
開
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
自
釈
の
次
に
置
か
れ
る
の
は
、
曇
鸞
が
『
浄
土
論
註
』
に
お
い
て
、『
大

経
』
第
二
十
二
願
を
引
文
す
る
文
の
は
ず
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
還
相
回
向
を
顕
示
す
る
自
釈
の
直
後
に
、
こ
の
『
浄
土
論
』

の
一
文
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
還
相
回
向
を
「
利
他
教
化
地
の
益
」
と
顕
示
し
、
そ
の
証

文
と
し
て
『
浄
土
論
』
の
出
第
五
門
の
文
を
は
じ
め
に
引
く
こ
と
で
、
そ
の
具
体
的
内
実
を
『
浄
土
論
』
の
文
の
内
容
を
通
し
て
示
し
て

い
る
と
考
え
た
い
。

　

以
上
、
こ
こ
ま
で
述
べ
た
内
容
に
従
っ
て
本
稿
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
手
順
で
、
親
鸞
に
お
け
る
「
応
化
身
」
の
領
解
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
親
鸞
の
還
相
回
向
の
理
解
を
そ
の
顕
示
の
仕
方
─
「
還
相
の
回
向
」
と
「
還
相
の
利
益
」
の
明
示
─
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て

考
察
し
（
第
一
節
）、
次
い
で
そ
の
「
還
相
」
が
具
体
的
に
は
「
応
化
身
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
概
観
し
（
第
二
節
）、
最
後
に

「
応
化
身
」
が
現
実
に
あ
ら
わ
れ
る
具
体
相
を
考
え
た
い
（
第
三
節
）。
親
鸞
に
お
け
る
「
応
化
身
」
の
領
解
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
で
、

「
還
相
」
の
内
実
が
明
ら
か
と
な
り
、
親
鸞
の
還
相
回
向
を
吟
味
す
る
上
で
一
助
と
な
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
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一
、
還
相
の
回
向
と
還
相
の
利
益 

─
「
利
他
教
化
地
益
」
に
注
目
し
て
─

　

親
鸞
に
お
け
る
「
応
化
身
」
の
領
解
を
考
え
る
に
先
立
っ
て
、
親
鸞
の
還
相
回
向
観
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。
前
節
で
も
示
し
た

よ
う
に
、
親
鸞
は
還
相
回
向
を
「
利
他
教
化
地
の
益
」
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
利
他
教
化
地
の
益
」
の
内
実
が
重
要
に
な

る
の
で
あ
る
が
、
先
学
に
は
議
論
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、「
利
他
教
化
地
の
益
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

   

ま
ず
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
利
他
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
皆
往
院
頓
慧
は
、

此
〔
の
〕
利
他
を
樹
心
に
は
如
来
利
他
の
回
向
と
解
す
。
往
相
回
向
を
皆
利
他
利
他
と
あ
る
故
に
。
今
も
弥
陀
の
利
他
回
向
と
す
る
。

此
〔
の
〕
義
非
な
り
。
今
爰
は
自
利
に
対
す
る
の
利
他
な
り
。�

（『
集
成
』
七
・
三
四
〇
頁
）

と
述
べ
「
自
利
」
に
対
す
る
「
利
他
」
と
し
て
「
利
他
教
化
地
」
を
理
解
す
る
。
こ
の
理
解
に
立
て
ば
、「
利
他
」
の
主
体
は
往
生
の
後

に
還
相
を
示
す
衆
生
と
な
り
、「
利
他
教
化
地
」
と
は
他
の
衆
生
を
教
化
す
る
菩
薩
位
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ

こ
に
示
さ
れ
る
還
相
回
向
と
は
、
衆
生
に
「
利
他
教
化
地
」
─
他
の
衆
生
を
教
化
す
る
菩
薩
位
─
の
は
た
ら
き
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
利

益
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
穏
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
試
み
に
坂
東
本
に
「
益
」
の
字
に
「
マ
ス　

タ
ス
ク
ト

モ
」
と
左
訓
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
本
当
に
適
当
で
あ
る
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
親

鸞
が
「
証
巻
」
の
結
釈
に
お
い
て
、

爾
れ
ば
大
聖
の
真
言
、
誠
に
知
〔
り
〕
ぬ
。
大
涅
槃
を
証
す
る
こ
と
は
願
力
の
回
向
に
籍
り
て
な
り
。
還
相
の
利
益
は
利
他
の
正
意

を
顕
す
な
り
。
是
を
以
て
論
主
は
広
大
無
碍
の
一
心
を
宣
布
し
て
、
普
徧
く
雑
染
堪
忍
の
群
萠
を
開
化
す
。
宗
師
は
大
悲
往
還
の
回

（4） 

（5） 
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向
を
顕
示
し
て
、
慇
懃
に
他
利
利
他
の
深
義
を
弘
宣
し
た
ま
え
り
。
仰
〔
い
〕
で
奉
持
す
可
し
。
特
に
頂
戴
す
可
し
と
。

�

（『
定
本
』
二
二
三
頁
・
原
漢
文
）

と
、
結
ん
で
い
る
点
に
注
目
す
る
と
き
、
円
乗
院
宣
明
が
、「
利
他
と
は
如
来
に
約
す
。
即
ち
二
十
二
願
を
さ
す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

還
相
回
向
釈
に
お
い
て
語
ら
れ
る
「
利
他
」
は
、
衆
生
の
課
題
と
し
て
の
利
他
（「
自
利
に
対
す
る
の
利
他
」）
と
い
う
よ
り
も
、
曇
鸞
の

顕
示
す
る
「
他
利
利
他
の
深
義
」
に
適
っ
た
「
利
他
」、
す
な
わ
ち
、
仏
力
と
し
て
の
「
利
他
」
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
親
鸞

の
明
ら
か
に
し
た
「
還
相
の
回
向
」
と
い
う
は
た
ら
き
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
如
来
を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
利
他
教
化
地

の
益
」
の
「
利
他
」
と
は
、
仏
力
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
利
他
」
を
仏
力
と
し
て
の
「
利
他
」
と
考
え
る
と
き
、
還
相
回
向
と
は
衆
生
に
与
え
ら
れ
る
「
利
他
教
化
地
の
利
益
」

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、「
如
来
の
利
他
教
化
の
は
た
ら
き
」
そ
の
も
の
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を

検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
親
鸞
の
二
種
回
向
の
顕
示
の
仕
方
に
注
目
し
た
い
。
往
相
回
向
は
、「
教
巻
」
に
、

往
相
の
廻
向
に
就
〔
い
〕
て
真
実
の
教
行
信
証
有
り
。�

（『
定
本
』
九
頁
・
原
漢
文
）

と
示
さ
れ
、
往
相
回
向
に
よ
っ
て
衆
生
が
得
る
利
益
は
「
証
巻
」
に
、

夫
〔
れ
〕
真
宗
の
教
行
信
証
を
案
ず
れ
ば
如
来
の
大
悲
回
向
之
利
益
な
り
。
故
に
若
〔
し
〕
は
因
、
若
〔
し
〕
は
果
、
一
事
と
し
て

阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
之
回
向
成
就
し
た
ま
え
る
所
に
非
〔
ざ
る
〕
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。
因
浄
な
る
が
故
に
果
亦
浄
な
り
。
知

る
応
し
と
な
り
。�

（『
定
本
』
二
〇
一
頁
・
原
漢
文
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
再
往
、
還
相
回
向
に
つ
い
て
確
認
す
れ
ば
、
先
に
窺
っ
た
よ
う
に
、

二
に
還
相
の
回
向
と
言
う
は
則
ち
是
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。�

（『
定
本
』
二
〇
一
頁
・
原
漢
文
）

（6） 
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と
「
還
相
の
回
向
」
が
示
さ
れ
、
そ
の
利
益
は
、「
還
相
の
利
益
」
と
し
て
、「
証
巻
」
の
末
に
、

還
相
の
利
益
は
利
他
の
正
意
を
顕
す
な
り
。�

（『
定
本
』
二
二
三
頁
・
原
漢
文
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
親
鸞
が
往
還
二
回
向
を
『
教
行
信
証
』
に
顕
示
す
る
際
、
そ
れ

ぞ
れ
「
回
向
」
と
そ
の
「
利
益
」
と
を
別
し
て
明
か
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が
親
鸞
の
回
向
論
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
曇
鸞
は
、
天
親
の
『
浄
土
論
』
に
お
け
る
五
念
門
の
第
五
回
向
門
を
『
浄
土
論
註
』
に
お
い
て
註
釈
し
、「
回
向
に
二
種
の
相

有
り
。
一
〔
に
〕
は
往
相
、
二
〔
に
〕
は
還
相
な
り
」
と
、
回
向
の
二
相
を
顕
示
し
て
い
る
。
そ
の
曇
鸞
の
回
向
思
想
を
受
け
て
親
鸞
は
、

「
教
巻
」
に
お
い
て
「
謹
〔
ん
〕
で
浄
土
真
宗
を
按
ず
る
に
二
種
の
廻
向
有
り
」
と
述
べ
、独
自
の
展
開
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
親
鸞
は
曇
鸞
の
回
向
思
想
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
二
相
と
は
示
さ
ず
、「
有
二
種
廻
向
」
と
し
て
二
種
に
展
開
さ
せ

た
上
で
二
相
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
一
層
、「
二
種
」
と
強
調
し
て
示
す
親
鸞
の
意
図
を
そ
の
言
葉

に
尋
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
親
鸞
が
明
ら
か
に
し
た
「
回
向
」
と
は
、「
二
種
の
回
向
」
と
し
て
顕
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
は
よ
り
詳
細
に
そ
の
意
味
を
考
え
た
い
。
ま
ず
、
往
相
回
向
で
あ
る
が
、
往
相
回
向
は
「
就0

往
相
廻
向
有0

真
実
教
行
信
証
」
と
し
て
示

さ
れ
、
そ
の
利
益
は
「
夫
案0

真
宗
教
行
信
証
者0

如
来
大
悲
回
向
之
利
益
也0

」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
往
相
回
向
は
「
真

実
教
行
信
証
」
と
い
う
内
実
で
顕
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
「
如
来
大
悲
回
向
之
利
益
」
で
あ
る
こ
と
が
押
さ
え
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
還
相
回
向
に
つ
い
て
は
、「
言0

還
相
回
向
者0

則
是
利
他
教
化
地
益
也0

」
と
示
さ
れ
、
還
相
の
利
益
は
「
還
相
利
益
顕
利
他

正
意
也
」
と
し
て
示
さ
れ
、
顕
さ
れ
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
往
相
回
向
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
「
相
」
と
い
う
語
が
、
そ

の
利
益
を
示
す
文
に
記
述
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
還
相
回
向
を
顕
ら
か
に
す
る
に
際
し
て
、

（8） 

（9） 
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明
確
に
「
還
相
の
回
向
」
と
「
還
相
の
利
益
」
と
を
区
別
し
て
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
一
体
、
親
鸞
の
顕
示
す
る
「
還
相
の
回
向
」

と
「
還
相
の
利
益
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
検
討
す
る
に
は
、
主
体
の
問
題
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
親
鸞
は
自
身
の
著
作
に
お
い
て
回
向
を
顕
わ
す
時
、
前
に
見
た
「
証
巻
」
の
往
相
回
向
の
利
益
を
示
す
文
で
は
「
如
来
の
大
悲

回
向
之
利
益
な
り
」
と
述
べ
、
或
い
は
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
は
、「
如
来
の
二
種
の
回
向
に
よ
り
て
、
真
実
の
信
楽
を
う
る
人
は
、

か
な
ら
ず
正
定
聚
の
く
ら
い
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
他
力
と
ま
う
す
な
り
」
と
示
し
て
、
そ
の
主
体
を
「
如
来
」
と
顕
わ
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
還
相
回
向
の
記
述
か
ら
、
還
相
回
向
の
主
体
と
、
そ
の
利
益
を
受
け
る
主
体
と
を

明
確
に
峻
別
す
る
意
図
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
還
相
回
向
」
と
「
還
相
」
と
の
主
体
の
違
い
に
注
目
す
る
宇
野
惠
教
の
領
解
を
見
た
い
。
宇
野
は
還
相
回
向

に
お
け
る
問
題
を
「
還
相
回
向
」
と
「
還
相
」
の
語
の
混
同
に
あ
る
と
見
定
め
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

還
相
と
は
、
私
の
往
生
後
に
起
こ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
主
体
は
私
（
私
を
含
む
衆
生
）
で
あ
る
。
一
方
、
還
相
回
向
と
は
、
そ
の

還
相
の
ま
る
ご
と
を
、
弥
陀
如
来
が
私
に
回
向
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
主
体
は
如
来
で
あ
る
。
私
の
還
相
の
時
は
、
私 

の
浄
土
往
生
の
直
後
で
あ
る
が
、
還
相
回
向
の
時
は
、
私
が
信
心
を
い
た
だ
く
と
き
で
あ
る
。
私
が
信
心
を
い
た
だ
く
と
き
も
う
す 

で
に
、
将
来
私
の
往
生
後
に
起
こ
る
還
相
の
証
果
を
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
名
号
に
こ
め
て
、
如
来
が
私
に
回
向
し
て
く
だ
さ
る
の 

で
あ
る
。�

（『
竜
谷
教
学
』
四
八
・
一
〇
三
─
一
〇
四
頁
）

宇
野
に
よ
れ
ば
、
親
鸞
の
示
す
還
相
と
は
、
私
（
衆
生
）
の
往
生
後
の
相
で
あ
り
、
対
し
て
還
相
回
向
と
は
、
そ
の
い
っ
さ
い
を
阿
弥
陀

如
来
が
衆
生
（
私
）
に
回
向
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
宇
野
の
指
摘
は
、
還
相
回
向
の
主
体
と
還
相
と
の
主
体
を
峻
別
す

る
意
味
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宇
野
の
見
解
で
は
、
還
相
回
向
は
阿
弥
陀
如
来
が
衆
生
に
、
往
生
後
、
利
他
教
化
の
は
た
ら

（11） 

43 親鸞における「応化身」の領解



き
を
さ
せ
る
─
利
他
教
化
の
菩
薩
位
を
衆
生
に
与
え
る
利
益
─
と
い
う
理
解
を
採
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
香
月
院
深
励
の
「
回
向

は
如
来
に
約
し
、
二
相
は
衆
生
に
約
す
」
る
と
い
う
理
解
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
見
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、

的
を
射
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
親
鸞
が
回
向
を
「
二
相
」
で
は
な
く
「
二
種
」
と
し
て
顕
示
す
る
意
義
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
理
解
に
お
い
て
は
、
親
鸞
が
「
還
相
回
向
」
の
証
文
と
し
て
引
文
す
る
天
親
の
『
浄
土
論
』
出
第
五
門
の
文

と
、
衆
生
に
実
現
す
る
「
還
相
」
と
が
、
如
何
に
対
応
す
る
の
か
、
い
ま
だ
疑
問
が
残
る
。

　

そ
こ
で
続
け
て
、
加
来
雄
之
の
次
の
見
解
を
見
た
い
。
加
来
は
「
還
相
の
回
向
」
と
「
還
相
の
利
益
」
を
峻
別
し
、
以
下
の
よ
う
に
述

べ
る
。（「

還
相
の
回
向
」
と
「
還
相
の
利
益
」
を
峻
別
す
る
理
由
は
、）「
還
相
の
回
向
」
は
如
来
の
は
た
ら
き
で
あ
る
が
、「
還
相
の
利
益
」

は
私
た
ち
の
事
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
還
相
（
の
）
回
向
」
は
如
来
が
迷
い
の
世
界
に

回
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
還
相
の
利
益
」
は
私
た
ち
に
「
利
他
の
正
意
を
顕
わ
す
」
こ
と
で
あ
る
。

�

（『
智
慧
の
潮
』
二
八
五
頁
・
括
弧
内
筆
者
）

こ
こ
で
加
来
は
、
宇
野
と
同
様
に
「
還
相
回
向
」
と
「
還
相
」
に
つ
い
て
着
目
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宇
野
と
は
異
な
り
、
そ
の
主
体
を
、

「
還
相
回
向
」
を
如
来
に
、「
還
相
の
利
益
」
を
そ
の
利
益
を
受
け
る
衆
生
に
、
そ
れ
ぞ
れ
配
当
し
理
解
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
加
来
の

主
張
で
は
、「
還
相
〔
の
〕
回
向
」
の
主
体
も
「
還
相
」
の
は
た
ら
き
の
主
体
も
如
来
で
あ
り
、「
還
相
の
利
益
」
を
受
け
る
主
体
こ
そ
が
、

衆
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
見
解
は
、
親
鸞
の
還
相
回
向
理
解
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
加
来
の
理
解
を

受
け
て
、
い
ま
一
度
親
鸞
の
「
還
相
回
向
」
と
「
還
相
の
利
益
」
の
文
か
ら
そ
の
意
味
を
確
認
す
れ
ば
、「
還
相
回
向
」
は
如
来
の
「
他

の
衆
生
を
教
化
す
る
」
と
い
う
は
た
ら
き
（
利
他
教
化
）
が
娑
婆
世
界
と
い
う
場
（
地
）
に
お
い
て
現
実
に
は
た
ら
く
こ
と
（
益
）
と
し

（12） 
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て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
利
益
は
、
ま
さ
し
く
利
他
（
曇
鸞
の
顕
示
す
る
他
利
利
他
の
深
義
に
お
け
る
仏
力
と
し
て
の
利
他
）
の

正
意
と
し
て
顕
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
親
鸞
の
還
相
回
向
を
理
解
す
る
時
、
残
る
問
題
は
こ
の
「
利
他
教
化
」
と
い
う
如
来
の
は
た
ら
き
の
現
働
相
で
あ

る
。
我
々
は
如
何
な
る
事
実
を
通
し
て
、「
還
相
の
利
益
」
と
し
て
「
顕
利
他
正
意
」
を
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ

こ
で
、
注
目
す
べ
き
語
こ
そ
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
「
応
化
身
」
で
あ
る
。
親
鸞
が
還
相
回
向
の
証
文
と
し
て
、『
浄
土
論
』
の
出
第
五

門
の
文
を
引
く
こ
と
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
出
第
五
門
の
文
は
還
相
回
向
釈
に
お
い
て
、
親
鸞
自
身
が
「
二
に
還
相
の
回
向

と
言
う
は
…
『
論
の
註
』
を
被
く
可
し
」
と
い
う
自
釈
の
後
に
引
文
し
、
ま
た
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
で
は
、「
二
〔
に
〕
還
相
〔
の
〕

廻
向
と
い
う
は
、『
浄
土
論
』〔
に
〕
曰
〔
わ
く
〕、「
以
二
本
願
力
廻
向
一
故
、
是
名
二
出
第
五
門
一
」
こ
れ
は
還
相
の
廻
向
な
り
」
と
示
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
浄
土
論
』
出
第
五
門
の
文
は
、
還
相
回
向
の
原
理
を
顕
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
従
っ
て
、「
示
応
化
身
」
を
、
親
鸞
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
還
相
回
向
が
我
々
の
現
実
に
お

い
て
具
体
的
に
如
何
に
し
て
は
た
ら
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
と
見
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
こ
の
こ
と
を
確
認

し
た
い
。

二
、「
還
相
」
と
「
応
化
身
」

　

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
親
鸞
の
還
相
回
向
の
顕
示
の
仕
方
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
に
「
回
向
」
と
「
利
益
」
と
が
区
別

し
て
顕
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
第
二
に
、
往
相
回
向
が
「
就0

往
相
廻
向
有0

真
実
教
行
信
証
」
と
「
有
」
の
語
を
以
て
顕
示
さ
れ
る

（13） 
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こ
と
に
対
し
、
還
相
回
向
は
「
言
還
相
回
向
者
則
是
利
他
教
化
地
益
也0

」
と
「
也
」
の
語
を
以
て
顕
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
着
目
を
踏
ま
え
れ
ば
、
親
鸞
の
明
ら
か
に
す
る
還
相
回
向
と
は
、
如
来
が
「
示
応
化
身
」
と
い
う
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
我
々
衆

生
に
利
他
教
化
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
回
向
を
通
し
て
、
我
々
衆
生
は
「
顕
利
他
正
意
」
と
い
う
利
益
を
た
ま
わ
る
の
で
あ
る
。
で

は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
お
い
て
「
還
相
」
と
い
う
相
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
親
鸞
が
、「
証
巻
」
還
相
回
向

釈
に
お
い
て
、『
浄
土
論
』
の
出
第
五
門
に
次
い
で
引
文
す
る
曇
鸞
の
『
浄
土
論
註
』
起
観
生
信
章
の
文
に
そ
の
意
を
窺
い
た
い
。『
論

註
』
の
引
文
を
見
る
と
、

『
論
註
』〔
に
〕
曰
〔
わ
〕
く
、
還
相
は
、
彼
の
土
に
生
〔
じ
〕
已
〔
り
〕
て
、
奢
摩
他
・
毘
婆
舎
那
・
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得

て
、
生
死
の
稠
林
に
回
入
し
て
、
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
共
に
仏
道
に
向
〔
か
〕
え
し
む
る
な
り
。
若
〔
し
〕
は
往
、
若
〔
し
〕

は
還
、
皆
衆
生
を
抜
い
て
生
死
海
を
渡
せ
ん
が
為
な
り
。
是
〔
の
〕
故
に
回
向
を
首
と
し
て
、
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
〔
る
〕

が
故
に
と
言
え
り
と
。 �

 （『
定
本
』
二
〇
一
─
二
〇
二
頁
・
原
漢
文
）

と
し
て
、『
浄
土
論
』
を
受
け
て
「
還
相
」
の
理
解
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
一
見
す
る
と
、
本
文
の
「
還
相
」

の
理
解
は
、
衆
生
が

0

0

0

浄
土
往
生
後
（
彼
の
土
に
生
じ
已
り
て
、
奢
摩
他
・
毘
婆
舎
那
・
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得
て
）
に
穢
土
に
還

来
し
（
生
死
の
稠
林
に
回
入
し
て
）、
他
の
衆
生
を
教
化
す
る
（
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
共
に
仏
道
に
向
か
え
し
む
る
）
と
理
解
す
る

こ
と
が
穏
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
段
の
出
第
五
門
の
文
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
「
還
相
」
の
主
体
を

「
往
生
後
の
衆
生
」
に
捉
え
る
理
解
で
は
、『
浄
土
論
』
の
文
に
示
さ
れ
る
還
相
回
向
の
原
理
と
の
関
係
を
十
分
に
領
解
で
き
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
我
々
衆
生
に
と
っ
て
如
来
の
は
た
ら
き
に
よ
る
「
還
相
」
と
は
如
何
な
る
こ
と
を
示
す
の
か
、
こ
こ
で
は
、
小
川

直
人
に
よ
る
「
示
応
化
身
」
に
関
す
る
考
察
を
通
し
て
考
え
た
い
。
小
川
は
、「
証
巻
」
に
引
文
さ
れ
る
出
第
五
門
の
文
に
つ
い
て
、
そ
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の
訓
点
が
親
鸞
の
『
浄
土
論
註
加
点
本
』
と
相
違
す
る
こ
と
に
着
目
し
、「
証
巻
」
に
お
い
て
、「
応
化
の
身
を
示
す
」
と
文
章
が
区
切
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
当
文
の
「
示
応
化
身
」
の
主
体
を
法
蔵
菩
薩
に
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
「
生
死
の
園
煩
悩
の
林

の
中
に
回
入
し
て
、
神
通
に
遊
戯
し
て
教
化
地
に
至
る
」
と
い
う
文
の
は
た
ら
き
の
主
体
を
法
蔵
菩
薩
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
応
化
身

0

0

0

」

で
あ
る
と
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
を
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
小
川
の
指
摘
は
、
出
第
五
門
の
文
の
訓
点
の
相
違
に
注
目
す
る
と

い
う
点
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
小
川
自
身
は
、「
顕
浄
土
真
実
信
文
類
三
」（
以
下
、「
信
巻
」）
所
引
の
出
第
五
門
の
文
と
、

「
証
巻
」
に
後
出
す
る
『
浄
土
論
註
』
利
行
満
足
章
に
お
け
る
出
第
五
門
の
文
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
如
何
に
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
い
ま
『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
所
引
の
『
浄
土
論
』
出
第
五
門
の
文
（
以
下
、
引
文
Ⅱ
と
す
る
）
と
「
証
巻
」
所
引
の
『
浄

土
論
註
』
利
行
満
足
章
の
文
（
以
下
、
引
文
Ⅲ
と
す
る
）
を
見
れ
ば
、

引
文
Ⅱ	

「
信
巻
」
所
引
『
浄
土
論
』
出
第
五
門
の
文

�

又
『
論
』〔
に
〕
曰
〔
く
〕、
出
第
五
門
は
、
大
慈
悲
を
以
て
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
応
化
の
身
を
示
め
し
て
、
生
死
の
園
、

煩
悩
の
林
の
中
に
回
入
し
て
神
通
に
遊
戯
し
教
化
地
に
至
る
。
本
願
力
の
回
向
を
以
て
の
故
に
。
是
〔
れ
〕
を
出
第
五
門
と
名
〔
づ
〕

く
と
の
た
ま
え
り
と
。
已
上�

（『
定
本
』
一
二
九
─
二
〇
〇
頁
・
原
漢
文
）

引
文
Ⅲ	�

「
証
巻
」
所
引
『
浄
土
論
註
』
利
行
満
足
章
に
お
け
る
出
第
五
門
の
文

　
　

�

出
第
五
門
は
、
大
慈
悲
を
以
て
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
応
化
身
を
示
め
し
て
、
生
死
の
園
、
煩
悩
の
林
の
中
に
回
入
し
て

神
通
に
遊
戯
し
教
化
地
に
至
る
。
本
願
力
の
回
向
を
以
〔
て
〕
の
故
に
。
是
〔
れ
〕
を
出
第
五
門
と
名
〔
づ
く
〕
と
の
た
ま
え
り
。

�

（『
定
本
』
二
二
二
頁
・
原
漢
文
）

（15） 
（16） 
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と
そ
れ
ぞ
れ
訓
読
さ
れ
て
い
る
。
右
の
二
文
に
も
、
先
に
見
た
還
相
回
向
釈
に
お
け
る
『
浄
土
論
』
の
出
第
五
門
の
文
（
こ
こ
で
は
引
文

Ⅰ
と
す
る
）
と
同
じ
く
主
体
の
判
別
の
要
素
と
な
る
敬
語
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
引
文
と
引
文
Ⅰ
と
の
相
違
点

を
確
認
す
れ
ば
次
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

Ａ　

�
引
文
Ⅰ
の
み
「
応
化
の
身
を
示
す
」、「
生
死
の
園
、
煩
悩
の
林
の
中
に
回
入
し
て
…
」
と
区
切
っ
て
訓
む
（
引
文
Ⅱ
と
引
文
Ⅲ

は
同
じ
訓
み
方
を
し
て
い
る
）。

Ｂ　

引
文
Ⅰ
の
み
「
観
」
の
字
に
「
ミ
ソ
ナ
ワ
シ
」
と
左
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ　

引
文
Ⅲ
の
み
『
浄
土
論
註
』
よ
り
引
文
さ
れ
、
引
文
Ⅰ
と
引
文
Ⅱ
は
『
浄
土
論
』
よ
り
引
文
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
よ
り
、
す
ぐ
に
小
川
の
指
摘
の
よ
う
に
「
示
応
化
身
」
の
主
体
を
法
蔵
に
、「
回
入
生
死
」
以
下
を
「
応
化
身
の
営
為
」
と
し
て
領
解

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｂ
、
Ｃ
を
勘
案
す
れ
ば
、
引
文
Ⅰ
に
お
け
る
「
示
応
化
身
」
と
い
う
は
た
ら
き
の
主

体
に
つ
い
て
、
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
示
応
化
身
」
の
語
の
主
体
を
め
ぐ
っ
て
は
、『
教
行
信
証
』
の
文
脈
を
厳
密
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
で
は
、
ど
う

し
て
「
示
応
化
身
」
の
相
を
立
ち
入
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
も
そ
も
、
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』「
証
巻
」
の
「
真
実
証
」
を

顕
す
冒
頭
の
自
釈
に
お
い
て
、

謹
〔
ん
〕
で
真
実
証
を
顕
〔
さ
〕
ば
、
則
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
利
他
円
満
之
妙
位
、
無
上
涅
槃
之
極
果
な
り
。
即
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
必

至
滅
度
之
願
よ
り
出
〔
で
〕
た
り
。
亦
証
大
涅
槃
之
願
と
名
〔
づ
く
〕
る
な
り
。
然
〔
る
〕
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群

萠
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
之
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
故
に
、
必
〔
ず
〕
滅
度
に
至

る
。
必
〔
ず
〕
滅
度
至
る
は
、
即
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
常
楽
な
り
。
常
楽
は
即
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
畢
竟
寂
滅
な
り
。
寂
滅
は
即
〔
ち
〕

（17） 

48



是
〔
れ
〕
無
上
涅
槃
な
り
。
無
上
涅
槃
は
即
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
無
為
法
身
な
り
。
無
為
法
身
は
即
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
実
相
な
り
。
実

相
は
即
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
法
性
な
り
。
法
性
は
即
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
真
如
な
り
。
真
如
は
即
〔
ち
〕
是
〔
れ
〕
一
如
な
り
。
然
〔
れ
〕

ば
弥
陀
如
来
は
如
従
り
来
生
し
て
、
報
応
化
種
種
の
身
を
示
し
現
〔
わ
〕
し
た
ま
う
な
り
。�

（『
定
本
』
一
九
五
頁
・
原
漢
文
） 

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
親
鸞
に
よ
っ
て
、「
真
実
証
」
と
は
「
利
他
円
満
之
妙
位
」
で
あ
り
、「
無
上
涅
槃
之
極
果
」
で
あ
る
こ
と
が
顕
示

さ
れ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
『
大
経
』
第
十
一
願
の
「
必
至
滅
度
之
願
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
文
は
そ
の
「
必
至
滅
度
」
に
つ
い
て
、

親
鸞
が
転
釈
を
以
て
押
さ
え
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
然
〔
れ
〕
ば
弥
陀
如
来
は
如
従
り
来
生
し
て
、
報
応
化
種
種
の
身
を
示

し
現
〔
わ
〕
し
た
ま
う
な
り
」
と
阿
弥
陀
如
来
が
、（
一
）
如
従
り
来
生
し
、「
報
応
化
種
々
身
」
と
い
う
様
々
な
か
た
ち
を
と
っ
て
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
文
の
背
景
に
は
『
大
経
』
下
巻
の
次
の
文
が
あ
る
。

仏
、
阿
難
に
語
り
た
ま
わ
く
、「
彼
の
仏
国
に
生
ず
る
諸
の
菩
薩
等
は
、
講
説
す
べ
き
所
に
は
常
に
正
法
を
宣
べ
、
智
慧
に
随
順
し

て
違
無
く
失
無
し
。（
中
略
） 

仏
法
を
志
求
し
、
諸
の
弁
才
を
具
し
、
衆
生
の
煩
悩
の
患
え
を
除
滅
す
。
如
従
り
来
生
し
て
法
の
如

如
を
解
り
、
善
く
習
滅
の
音
声
の
方
便
を
知
り
て
、
世
語
を
欣
ば
ず
。
楽
い
て
正
論
に
あ
り
。

�

（『
大
正
蔵
』
一
二
巻
・
二
七
三
─
二
七
四
頁
・
傍
線
部
筆
者
）

当
文
は
「
東
方
偈
」（
往
觀
偈
）
の
後
に
浄
土
に
往
生
し
た
菩
薩
達
の
徳
が
説
か
れ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
通
り
、『
大
経
』

の
文
脈
で
は
、「
如
従
り
来
生
」
す
る
の
は
「
浄
土
の
菩
薩
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
親
鸞
は
「
証
巻
」
に
お
い
て
、
そ
の
主
体
を
「
弥
陀
如

来
」
と
示
し
、
弥
陀
の
証
の
内
容
が
「
真
実
証
」
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
先
学
は
こ
の
「
証
巻
」
の
劈

頭
の
自
釈
を
み
て
い
く
上
で
親
鸞
の
意
を
、『
唯
信
鈔
文
意
』
の
「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
の
文
の
解
釈
に
関
連
さ
せ
て
考
え
て
い
る
。
や
や

長
い
引
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
確
認
の
意
味
を
込
め
て
そ
の
内
容
を
窺
い
た
い
。

（18） 
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法
身
は
、
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
も
お
よ
ば
れ
ず
こ
と
ば
も
た
え
た
り
。
こ
の
一
如
よ
り
か

た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
方
便
法
身
と
も
う
す
御
す
が
た
を
し
め
し
て
、
法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た
ま
い
て
、
不
可
思
議
の
大
誓
願
を
お

こ
し
て
、
あ
ら
わ
れ
た
ま
う
御
か
た
ち
を
ば
、
世
親
菩
薩
は
、
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
え
り
。
こ
の
如
来

を
報
身
と
も
う
す
。
誓
願
の
業
因
に
む
く
い
た
ま
え
る
ゆ
え
に
、
報
身
如
来
と
も
う
す
な
り
。
報
と
も
う
す
は
、
た
ね
に
む
く
い
た

る
な
り
。
こ
の
報
身
よ
り
、
応
化
等
の
無
量
無
数
の
身
を
あ
ら
わ
し
て
、
微
塵
世
界
に
無
碍
の
智
慧
光
を
は
な
た
し
め
た
ま
う
ゆ
え

に
、
尽
十
方
無
碍
光
仏
と
も
う
す
ひ
か
り
に
て
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、
い
ろ
も
ま
し
ま
さ
ず
、
無
明
の
や
み
を
は
ら
い
、
悪
業

に
さ
え
ら
れ
ず
、
こ
の
ゆ
え
に
無
礙
光
と
ま
う
す
な
り
。
無
碍
は
さ
わ
り
な
し
と
ま
う
す
。
し
か
れ
ば
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な
り
。
光

明
は
智
慧
の
か
た
ち
な
り
と
し
る
べ
し
。�

（『
定
親
全
』
二
・
和
文
篇
・
一
七
一
─
一
七
二
頁
・
傍
線
部
筆
者
）

こ
の
文
は
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
善
導
の
『
転
経
行
道
願
往
生
浄
土
法
事
讃
』（
以
下
、『
法
事
讃
』）「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
の
文

を
親
鸞
が
註
釈
す
る
部
分
で
あ
り
「
涅
槃
」
の
語
を
転
釈
を
以
て
示
し
て
い
る
。
親
鸞
は
こ
こ
で
も
、
阿
弥
陀
如
来
が
一
如
よ
り
か
た
ち

を
あ
ら
わ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
顕
示
し
て
い
る
。
た
し
か
に
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
文
は
、『
法
事
讃
』
に
対
す
る
註
釈
で
あ
る
為
、
す
ぐ

に
「
証
巻
」
の
「
真
実
証
」
を
顕
す
文
と
同
一
に
は
見
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
両
者
と
も
に
、
親
鸞
が
「
如
従
り
来
生
す
る
」

と
顕
示
す
る
弥
陀
の
は
た
ら
き
の
内
実
が
見
出
せ
る
証
文
と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
当
文
に
お
い
て
特
に
注
目
す
べ
き

は
「
証
巻
」
で
示
さ
れ
る
「
報
応
化
種
々
身
」
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
文
を
見
る
と
、
方
便
法
身

で
あ
る
阿
弥
陀
は
、「
誓
願
の
業
因
に
む
く
い
」
る
が
故
に
報
身
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
次
い
で
「
応
化
等
の
無
量
無
数
の
身
を
あ
ら

わ
」
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
『
教
行
信
証
』「
証
巻
」
と
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
二
文
を
対
照
す
れ
ば
、

報
〔
身
〕	

→　

報
仏
（
弥
陀
如
来
）

（19） 
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応
化
種
々
身	

→　

応
化
等
の
無
量
無
数
の
身

と
、
対
応
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
「
証
巻
」
の
「
弥
陀
如
来
従
如
来
生
示
現
報
応
化
種
々
身
」
は
、
一
如
か
ら
来
生
す
る

「
報
身
」
と
し
て
の
「
弥
陀
如
来
」
が
、「
応
化
種
々
身
」
と
し
て
「
示
現
」
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
文
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で

あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
確
認
を
通
し
て
、
親
鸞
の
示
す
「
還
相
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
還
相
回
向
」
と
い
う
如
来

の
は
た
ら
き
の
内
実
と
し
て
顕
示
さ
れ
る
「
示
応
化
身
」
の
具
体
相
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
前
に
示
し
た
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
そ
の
「
応
化
種
々
身
」
は
一
如
と
い
う
法
身
に
対
し
て
、
方
便
法
身
─
敢
え
て
言
う
な
れ

ば
、
い
ろ
も
あ
り
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
す

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

存
在
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、「
還
相
」
の
具
体
的
な
内
実
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
す

な
わ
ち
法
性
法
身
と
い
う
、
我
々
に
感
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
一
如
が
、
阿
弥
陀
如
来
と
い
う
報
身
と
し
て
か
た
ち
を
取

り
、
さ
ら
に
「
応
化
種
々
身
」
と
い
う
具
体
的
な
相
を
取
る
こ
と
で
、
我
々
は
こ
の
現
実
に
お
い
て
「
教
化
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
親
鸞
が
「
証
巻
」
で
明
ら
か
に
し
た
還
相
回
向
と
は
、
こ
の
よ
う
な
原
理
を
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
原
理

は
還
相
回
向
釈
に
お
い
て
『
浄
土
論
註
』
不
虚
作
住
持
功
徳
の
「
即
見
彼
仏
」
の
文
以
下
に
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
、
と
見
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、「
示
応
化
身
」
の
具
体
相

　

前
節
に
続
い
て
親
鸞
の
「
応
化
身
」
の
理
解
を
尋
ね
る
前
に
「
応
化
身
」
の
語
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
一
言
し
た
い
。
周
知
の
通
り
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親
鸞
は
そ
の
著
作
の
上
で
「
応
化
身
」
の
語
を
そ
の
ま
ま
自
身
の
言
葉
と
し
て
述
べ
て
お
ら
ず
、『
愚
禿
鈔
』
に
お
い
て
、
仏
身
を
次
の

よ
う
に
、

仏
に
就
〔
い
〕
て
四
種
有
り
。　
　

一
に
は
法
身
、
二
に
は
報
身
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
に
は
応
身
、
四
に
は
化
身
な
り
。

法
身
に
就
〔
い
〕
て
二
種
有
り
。　

一
に
は
法
性
法
身
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
に
は
方
便
法
身
な
り
。

報
身
に
就
〔
い
〕
て
三
種
有
り
。　

一
に
は
弥
陀
、
二
〔
に
〕
は
釈
迦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〔
に
〕
は
十
方
。

応
化
に
就
〔
い
〕
て
三
種
有
り
。　

一
〔
に
〕
は
弥
陀
、
二
〔
に
〕
は
釈
迦
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〔
に
〕
は
十
方
。�

（『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
・
九
─
一
〇
頁
）

と
明
記
す
る
中
に
「
応
化
」
に
つ
い
て
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
仏
に
つ
い
て
、
法
身
・
報
身
・
応
身
・
化
身
と
四
身
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
親
鸞
の
理
解
に
よ
っ
て
、『
真
宗
聖
典
』
な
ど
の
聖
教
で
は
「
証
巻
」
の
「
弥
陀
如
来
者
従
如
来
生
示
現
報
応
化
種
々
身
」

の
文
に
、
坂
東
本
に
は
存
在
し
な
い
中
黒
（「
・
」）
を
付
し
て
「
報
・
応
・
化
」
と
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
学
は
こ
の
『
愚
禿
鈔
』

の
文
や
「
報
応
化
種
々
身
」
の
記
述
か
ら
、
仏
教
の
教
義
に
お
け
る
仏
身
論
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
親
鸞
の
仏
身
理
解
に
つ
い
て
考
察
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
愚
禿
鈔
』
の
記
述
に
戻
れ
ば
、「
応
化
」
に
つ
い
て
は
、「
弥
陀
」・「
釈
迦
」・「
十
方
」
と
し
て
「
応
」

と
「
化
」
と
が
一
様
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
衆
生
を
教
化
す
る
為
に
「
弥
陀
」・「
釈
迦
」・「
十
方
」
の
三
つ
の
相
を

と
る
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
応
」
と
「
化
」
と
は
敢
え
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ

（20） 

（21） 
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て
本
稿
に
お
い
て
は
「
示
応
化
身
」
と
記
さ
れ
る
『
浄
土
論
』
の
文
に
従
い
、「
応
化
身
」
の
語
を
、
仏
身
論
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
は
た
ら
き
の
事
実
と
し
て
捉
え
、「
応
化
身
」
の
成
り
立
つ
根
源
（
示
現
）
を
主
題
と
し
た
い
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
親
鸞
の
「
応
化
身
」
の
領
解
を
、
特
に
そ
の
主
体
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
考
え
て
き
た
。
そ
の
際
、
問
題
と
な
る

の
は
「
還
相
」
と
し
て
示
さ
れ
る
「
応
化
身
」
の
主
体
で
あ
る
。
そ
こ
で
翻
っ
て
親
鸞
の
明
ら
か
に
す
る
回
向
か
ら
確
か
め
直
せ
ば
、
親

鸞
は
天
親
・
曇
鸞
の
思
想
を
受
け
つ
つ
も
、
浄
土
願
生
者
の
行
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
五
念
門
行
と
し
て
の
「
回
向
」
を
、
法
蔵

菩
薩
の
兆
載
永
劫
の
行
と
し
て
展
開
し
、
受
け
と
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
入
出
二
門
偈
頌
文
』
に
お
い
て
、

菩
薩
は
五
種
の
門
を
入
出
し
て
、
自
利
利
他
の
行
、
成
就
し
た
ま
え
り
。

不
可
思
議
兆
載
劫
に
、
漸
次
に
五
種
の
門
を
成
就
し
た
ま
え
り
。�

（『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
・
一
一
四
─
一
一
五
頁
・
原
漢
文
）

と
記
述
さ
れ
る
こ
と
。
加
え
て
『
大
経
』
第
十
八
願
成
就
文
を
、

本
願
成
就
の
文
、『
経
』
に
言
〔
わ
〕
く
、
諸
有
衆
生
、
其
の
名
号
を
聞
〔
き
〕
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
。
至

心
に
回
向
せ
し
め
た
ま
え
り
。
彼
国
に
生
〔
れ
ん
〕
と
願
ぜ
ば
、
即
〔
ち
〕
往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
ん
。
唯
五
逆
と
誹
謗
正
法

と
を
ば
除
く
、
と
。
已
上　

�

（『
定
本
』
九
七
─
九
八
頁
・
原
漢
文
）

と
、「
至
心
回
向
」
と
「
願
生
彼
国
」
と
を
区
切
り
敬
語
を
付
し
て
訓
読
し
た
こ
と
等
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
法
蔵
菩
薩
を

主
体
と
す
る
回
向
は
『
一
念
多
念
文
意
』
に
お
い
て
、「
回
向
は
、
本
願
の
名
号
を
も
〔
っ
〕
て
十
方
の
衆
生
に
あ
た
え
た
ま
う
御
の
り

な
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
我
々
衆
生
に
名
号
を
与
え
る
と
い
う
は
た
ら
き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
回
向
は
「
謹
按
浄
土
真
宗
有
二

種
廻
向
」
と
し
て
往
相
回
向
と
還
相
回
向
と
い
う
二
種
の
回
向
と
し
て
具
体
的
に
は
た
ら
く
。
往
相
回
向
が
衆
生
に
「
真
実
の
教
行
信

証
」
を
実
現
さ
せ
る
は
た
ら
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
還
相
回
向
は
、
如
来
が
教
化
の
は
た
ら
き
を
、「
示
応
化
身
」
と
し
て
、
衆
生
を

（22） 
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通
し
て
顕
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

で
は
、
そ
の
は
た
ら
き
の
具
体
相
で
あ
る
「
還
相
」
と
し
て
の
「
応
化
身
」
は
如
何
に
し
て
衆
生
の
上
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
こ
の
問
題
を
還
相
回
向
釈
の
展
開
を
通
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
還
相
回
向
釈
で
は
『
浄
土
論
』
の
出
第
五
門
の
文
と
『
浄
土
論

註
』
起
観
生
信
章
の
文
に
続
い
て
、
不
虚
作
住
持
功
徳
の
「
即
見
彼
仏
」
以
下
の
文
が
引
文
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
曇
鸞
に
よ
っ
て
作
心
を

超
克
で
き
な
い
「
未
証
浄
心
の
菩
薩
」
が
、「
見
仏
」
を
経
る
こ
と
で
「
浄
心
の
菩
薩
」
と
「
上
地
の
諸
の
菩
薩
」
と
「
畢
竟
平
等
」
成

ら
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
顕
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
が
第
二
十
二
願
文
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
、
願
文
の
引
文
を
通
し
て
、「
未
証
浄

心
の
菩
薩
」
が
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
「
無
作
心
」
に
他
の
衆
生
を
教
化
せ
し
め
ら
れ
る
様
相
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
考
察
し
て
き
た
内
容
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
未
証
浄
心
の
菩
薩
」
は
「
往
生
後
の
衆
生
」
と
い
う
よ
り
も
、「
示
応
化
身
」
と
い
う
は
た
ら

き
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
見
仏
」
と
「
畢
竟
平
等
」
と
い
う
語
を
通
し
て
「
超
越
の
理
」
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
示
応
化
身
」
と
し
て
の
還
相
回
向
の
具
体
的
あ
ら
わ
れ
（
還
相
）
を
、
親
鸞
は
ど
こ
に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
師
法
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
親
鸞
は
法
然
と
の
出
遇
い
を
「
雑
行
を
捨
て
て
、
本
願
に
帰
す
」
と
語
っ

て
い
る
。
法
然
を
し
て
こ
の
よ
う
な
教
化
を
成
り
立
た
せ
る
原
理
こ
そ
、
還
相
回
向
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
証
左
と
し
て
、

法
然
に
つ
い
て
の
次
の
和
讃
を
み
た
い
。

智
慧
光
の
ち
か
ら
よ
り　

本
師
源
空
あ
ら
は
れ
て

　

浄
土
真
宗
を
ひ
ら
き
つ
　ゝ

選
択
本
願
の
べ
た
ま
ふ�

（『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
二
七
頁
）

こ
こ
で
は
法
然
が
、「
智
慧
光
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
か
ら
法
然
が
顕
れ
た
こ
と
が
讃
じ
ら
れ
る
。
浄
土
宗
を
開
宗
し
、
選
択

（23） （24） 
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本
願
の
道
理
を
説
い
た
根
源
に
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
を
み
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

阿
弥
陀
如
来
化
し
て
こ
そ　

本
師
源
空
と
し
め
し
け
れ　

　

化
縁
す
で
に
つ
き
ぬ
れ
ば　

浄
土
に
か
へ
り
た
ま
ひ
に
き�

（『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
三
五
頁
）

と
い
う
和
讃
で
は
、
よ
り
直
接
的
に
還
相
回
向
の
は
た
ら
き
が
み
て
と
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
親
鸞
は
法
然
を
阿

弥
陀
如
来
の
「〔
応
〕
化
身
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
和
讃
で
は
、
そ
の
化
縁
が
尽
き
た
こ
と
で
、
浄

土
に
還
っ
た
こ
と
を
讃
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
法
然
に
つ
い
て
の
和
讃
か
ら
「
応
化
身
」
と
し
て
の
「
還
相
」
の
相
の
事
実
を
窺
っ
た
。
親
鸞
に
お
け
る
法
然
の
存
在
は
ま
さ

し
く
、然

〔
れ
〕
ば
弥
陀
如
来
は
如
従
り
来
生
し
て
、
報
応
化
種
種
の
身
を
示
し
現
〔
わ
〕
し
た
ま
う
な
り
。

�

（『
定
本
』
一
九
五
頁
・
原
漢
文
）

と
「
証
巻
」
の
冒
頭
の
自
釈
に
述
べ
ら
れ
る
一
如
の
現
働
相
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
示
応
化
身
」
と
い
う
語
は
、
曇

鸞
に
よ
っ
て
「
示
応
化
身
と
は
『
法
華
経
』
の
普
門
示
現
の
類
の
如
き
也
」
と
、『
妙
法
蓮
華
経
』
に
お
い
て
観
世
音
菩
薩
が
衆
生
に
法
を

説
く
た
め
に
、
三
十
三
の
様
々
な
身
を
と
る
こ
と
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
愚
痴
の
法
然
房
」
と
自
ら
名
告
る
法
然

を
し
て
弥
陀
如
来
の
「
示
現
」
を
成
り
立
た
せ
る
原
理
こ
そ
還
相
回
向
な
の
で
あ
り
、
親
鸞
が
出
遇
っ
た
法
然
は
ま
さ
に
還
相
回
向
の
は

た
ら
き
の
具
体
的
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
を
通
し
て
親
鸞
は
「
顕
利
他
正
意
」
を
「
還
相
の
利
益
」

と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（25） 
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
親
鸞
に
お
け
る
「
応
化
身
」
の
領
解
に
つ
い
て
、「
証
巻
」
を
中
心
に
還
相
回
向
と
の
関
係
性
の
中
で
考
察
し
た
。
そ
こ

で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
親
鸞
の
顕
示
す
る
還
相
回
向
に
お
い
て
、「
還
相
」
と
は
回
向
の
主
体
で
あ
る
如
来
の
「
示
応
化
身
」
と

い
う
は
た
ら
き
が
、
衆
生
（
本
願
力
の
仏
道
に
値
遇
す
る
凡
夫
）
と
い
う
現
実
の
人
間
に
、「
相
」
と
し
て
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
「
還
相
回
向
」
も
「
還
相
」
も
そ
の
は
た
ら
き
の
主
体
は
如
来
に
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞
は
「
回
向
に
二
相

有
り
」
と
せ
ず
、「
二
種
の
回
向
有
り
」
と
し
て
、
回
向
の
二
種
の
利
益
を
『
教
行
信
証
』
に
示
す
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
あ
ら

わ
れ
る
、
そ
の
「
還
相
」
の
相
は
衆
生
の
上
に
実
現
す
る
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
親
鸞
が
「
浄
土
」
を
天
親
・
曇
鸞
の
示
す

荘
厳
と
し
て
の
仏
土
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
親
鸞
の
顕
示
す
る
還
相

回
向
も
観
念
的
概
念
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
場
合
に
も
自
身
を
「
還
相
の
菩
薩
」
と
位
置

づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
還
相
回
向
釈
に
お
い
て
、
親
鸞
が
自
身
の
言
葉
で
還
相
回
向
を
顕
示
せ
ず
、
曇

鸞
の
『
浄
土
論
註
』
を
「
独
自
の
訓
点
を
付
す
」
と
い
う
表
現
方
法
を
用
い
て
示
す
所
以
で
あ
る
。
還
相
回
向
と
い
う
「
利
他
教
化
地

益
」
は
、

譬
〔
え
〕
ば
阿
修
羅
の
琴
の
鼓
す
る
者
無
し
と
雖
も
、音
曲
自
然
な
る
が
如
し
。
是
〔
れ
〕
を
教
化
地
の
第
五
の
功
徳
相
と
名
〔
づ
〕

く
と
の
た
ま
え
り
。�

（『
定
本
』
二
二
三
頁
・
原
漢
文
）

と
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
我
々
の
は
か
ら
い
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
親
鸞
は
解
釈
の
混
乱
を
惹
き
起
す
要
因
と
も
な
る
表
現
法
を
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敢
え
て
採
る
こ
と
で
、
還
相
回
向
の
真
の
意
義
を
顕
示
す
る
の
で
あ
る
。
全
く
曇
鸞
が
「
畢
竟
平
等
」
と
し
て
、「
還
相
」
の
相
を
示
す

意
に
適
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
還
相
回
向
を
臨
終
後
の
衆
生
の
は
た
ら
き
と
し
て
捉
え
る
説
に
対
す
る
筆
者
の
意
見
を
述
べ
て
お
く
。
前
に
見
た
よ
う
に
親

鸞
は
還
相
回
向
の
は
た
ら
き
の
具
体
的
事
実
と
し
て
、
す
な
わ
ち
示
現
さ
れ
た
「
応
化
身
」
の
主
体
と
し
て
法
然
を
見
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
親
鸞
は
法
然
か
ら
受
け
た
教
え
を
生
前
と
死
後
と
で
、
分
け
て
考
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
還
相
回
向
と

は
時
の
問
題
と
し
て
、
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
還
相
回
向
を
臨
終
後
に
限
定
す
る
場
合
、
そ
の
は
た
ら
き
は

現
実
に
生
き
る
我
々
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
は
た
ら
く
か
が
不
明
瞭
と
な
り
、「
還
相
の
利
益
は
利
他
の
正
意
を
顕
す
な
り
」
と
示
さ

れ
た
親
鸞
の
意
義
を
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

一
楽
真　
　
　

 

『
四
十
八
願
概
説
─
法
蔵
菩
薩
の
願
い
に
聞
く
─
』
文
栄
堂　

二
〇
〇
九
年

金
子
大
榮　
　

 

『
金
子
大
榮
著
作
』
集
三
巻
春
秋
社　

一
九
八
一
年

神
子
上
惠
龍　

 

『
弥
陀
身
土
思
想
の
展
開
』
永
田
文
昌
堂　

一
九
五
〇
年

普
賢
晃
壽　
　

 

『
顕
浄
土
真
実
証
文
類
講
讃
』
永
田
文
昌
堂　

一
九
九
一
年

藤
澤
桂
珠　
　

 

『
教
行
信
証
講
讃
』
第
六
巻　

永
田
文
昌
堂　

二
〇
〇
三
年

星
野
元
豊　
　

 

『
講
解
教
行
信
証
』
証
の
巻
真
仏
土
の
巻　

法
藏
館　

一
九
九
四
年

山
口
益　
　
　

 

『
世
親
の
浄
土
論
─
無
量
寿
経
優
波
提
舎
願
生
偈
の
試
解
─
』　

法
藏
館　

一
九
六
六
年

妻
木
直
良
編
纂
『
真
宗
全
書
』
三
三　

藏
經
書
院　

一
九
一
六
年

山
邊
習
學
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』
信
證
の
卷　

法
藏
館　

一
九
五
一
年
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仏
教
大
系
完
成
会
編
『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
第
七
巻　

信
證
Ⅲ　

法
蔵
館　

一
九
七
六
年

【
参
考
論
文
】

井
上
善
幸　
「『
入
出
二
門
偈
』
に
お
け
る
五
念
門
の
主
体
に
つ
い
て
」『
真
宗
学
』
一
二
二　

龍
谷
大
学
真
宗
学
会　

二
〇
一
〇
年

宇
野
惠
教　
「
還
相
回
向
の
諸
問
題
」『
竜
谷
教
学
』
四
八　

二
〇
一
三
年　

竜
谷
教
学
会
議

小
川
直
人　
「
難
思
議
往
生
（
上
）
─
還
相
回
向
釈
の
展
開
を
通
し
て
─
」『
親
鸞
教
学
』
一
一
一　

大
谷
大
学
真
宗
学
会　

二
〇
一
九
年

加
来
雄
之　
「
如
来
の
智
慧
の
中
に
生
き
る
意
味
─
還
相
回
向
と
仏
身
仏
土
─
」『
智
慧
の
潮
』
武
蔵
野
大
学
出
版
会　

二
〇
一
七
年

豅
弘
信　
　
「
真
宗
仏
道
の
成
就
─
「（
如
来
）
回
向
に
二
種
の
相
あ
り
」
─
」『
親
鸞
教
学
』
五
三　

大
谷
大
学
真
宗
学
会　

一
九
八
九
年

註

		


「
教
巻
」
の
「
往
相
の
回
向
に
就
い
て
真
実
の
教
行
信
証
有
り
」（『
定
本
』
九
頁
）
か
ら
「
証
巻
」「
夫
れ
真
宗
の
教
行
信
証
を
按
ず
れ
ば
…
」

（『
定
本
』
二
〇
一
頁
）
の
一
段
ま
で
を
指
す
。

		


『
教
行
信
証
』
の
構
造
理
解
に
は
、
還
相
回
向
を
「
化
身
土
巻
」
ま
で
含
め
て
捉
え
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
相
伝
義
書
』
に
あ
る

「
深
解
科
文
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。（『
相
伝
義
書
』
一
・
六
〇
頁
）　

筆
者
も
こ
の
意
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
直
接
的
に
語
ら
れ

0

0

0

0

0

0

0

る
と
い
う
意
味
で

0

0

0

0

0

0

0

還
相
回
向
を
「
証
巻
」
還
相
回
向
釈
に
お
い
て
の
み
語
ら
れ
る
と
限
定
的
に
表
現
し
た
。

		


こ
れ
ま
で
成
さ
れ
て
き
た
主
要
な
還
相
回
向
理
解
を
仮
に
ま
と
め
れ
ば
大
き
く
次
の
四
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。

	

①　

還
相
回
向
を
臨
終
後
の
衆
生
の
は
た
ら
き
と
し
て
捉
え
る
説
…
臨
終
教
化
説

	

②　

還
相
回
向
を
現
生
に
衆
生
が
受
け
る
師
教
の
恩
厚
と
し
て
捉
え
る
説
…
師
教
恩
厚
説

	

③　

還
相
回
向
を
如
来
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
衆
生
が
現
生
に
他
の
衆
生
を
教
化
せ
し
め
ら
れ
る
は
た
ら
き
と
し
て
捉
え
る
説
…
教
化
利
益
説

	

④　

説
②
、
説
③
を
一
衆
生
の
信
前
、
信
後
に
捉
え
る
説
…
信
前
信
後
説

		


皆
往
院
頓
慧
の
よ
う
に
、
還
相
回
向
を
「
往
生
後
の
衆
生
に
与
え
ら
れ
る
利
益
」
と
理
解
す
る
主
張
は
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
採
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
普
賢
晃
壽
は
、「
浄
土
に
往
生
し
た
者
が
滅
度
を
証
し
て
後
、
現
実
世
界
に
還
来
し
て
、
衆
生
を
教
化
す
る
は
た
ら
き
を
な
す
地
位
を
得

（1）（2）（3）（4）
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し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」（『
顕
浄
土
真
実
証
文
類
講
讃
』
六
五
〜
六
六
頁
）
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
智
暹
の
『
教
行
信
証
樹
心
録
』
に
も
、

「
教
化
地
は
即
〔
ち
〕
果
後
〔
の
〕
方
便
〔
な
り
〕。
方
便
究
竟
之
処
〔
な
る
が
〕
故
〔
に
〕
地
〔
と
〕
云
〔
う
〕。
益
は
此
〔
れ
〕
教
化
地
、
即

〔
ち
〕
第
二
十
二
願
之
益
〔
な
る
が
〕
故
〔
な
り
〕」（『
真
宗
全
書
』
三
六
・
九
四
頁
・
原
漢
文
）
と
あ
り
、「
利
他
教
化
地
の
益
」
は
、
第
二
十
二
願

に
顕
示
さ
れ
る
他
の
衆
生
を
教
化
す
る
は
た
ら
き
が
、
果
後
に
衆
生
に
与
え
ら
れ
る
利
益
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
藤

澤
桂
珠
の
よ
う
に
、

			�



こ
の
文
中
の
「
利
他
」
と
は
、
自
利
に
対
す
る
利
益
他
の
こ
と
で
あ
り
、
聖
衆
の
利
益
他
の
こ
と
で
あ
る
。「
教
化
地
」
に
約
就
し
て
あ
る
利

益
故
、
直
ち
に
他
力
と
は
云
い
難
き
に
よ
り
、
聖
衆
の
利
益
他
の
こ
と
と
解
す
る
の
で
あ
る
。「
教
化
」
と
は
、
教
は
誨
諭
、
化
は
転
換
の
義

と
す
る
。
教
え
諭
し
て
外
道
が
仏
教
に
入
り
、
仏
教
の
中
で
は
小
乗
よ
り
大
乗
に
う
つ
り
、
大
乗
の
中
で
は
権
よ
り
実
に
進
み
、
遂
に
は
弘
願

真
実
の
利
を
得
る
。
こ
の
よ
う
に
誨
諭
に
よ
り
て
、
転
進
す
る
こ
と
を
化
の
意
と
す
る
。「
地
」
と
は
、
菩
薩
の
応
趣
の
場
所
を
い
う
。
教
化

す
る
境
界
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。「
益
」
と
は
、
教
化
の
利
益
で
あ
り
、
わ
れ
等
行
者
の
所
得
の
益
に
三
種
類
が
あ
る
。
一
つ
に
正
定
聚
こ

れ
は
現
益
で
あ
り
、
二
つ
に
滅
度
こ
れ
は
当
益
で
あ
り
、
三
つ
に
は
還
相
こ
れ
は
果
後
の
益
に
し
て
、
皆
こ
れ
は
願
力
自
然
の
妙
益
な
の
で
あ

る
。�

（『
教
行
信
証
講
讃
』
六　

証
文
類
・
九
八
─
九
九
頁
）

	

と
し
て
、「
利
他
」
を
自
利
利
他
の
利
他
と
し
て
理
解
し
つ
つ
、「
地
」
を
「
菩
薩
位
」
と
い
う
よ
り
、「
菩
薩
の
応
趣
の
場
所
」
と
し
て
理
解
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
利
他
教
化
地
の
益
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
解
釈
は
一
様
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
「
利
他
」
の
解
釈
と
、

「
教
化
地
」
お
よ
び
「
益
」
を
ど
の
よ
う
に
解
す
の
か
に
つ
い
て
、
見
解
は
一
様
で
は
な
い
こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。

		


『
定
本
』
二
〇
一
頁

		


『
集
成
』
七
・
三
四
〇
頁

		


先
学
の
中
に
は
「
利
他
教
化
地
」
の
「
利
他
」
を
「
他
利
」
に
対
す
る
「
利
他
」
と
捉
え
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
円
乗
院
宣
明
は
「
利
他

と
は
如
来
に
約
す
。
即
ち
二
十
二
願
を
さ
す
」（『
集
成
』
七
・
三
四
〇
頁
）
と
述
べ
、「
他
利
」
に
対
す
る
「
利
他
」
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
本
稿

は
、
こ
の
よ
う
な
「
他
利
」
に
対
す
る
「
利
他
」
と
し
て
「
利
他
教
化
地
」
を
解
釈
す
る
見
解
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。

		


『
真
聖
全
』
一
・
三
一
七
頁
・
原
漢
文

		


『
定
本
』
九
頁

（5）（6）（7）（8）（9）
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「
二
種
の
回
向
」
と
親
鸞
が
顕
示
す
る
点
に
つ
い
て
、
寺
川
俊
昭
は
、

			�



浄
土
真
宗
に
二
種
の
回
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
で
あ
る
。」
と
親
鸞
は
い
う
。
勿
論
こ
れ
は
、
親
鸞
が
二
種

の
回
向
と
い
う
知
見
を
展
開
す
る
と
き
、
決
定
的
な
教
示
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
『
論
註
』
が
、「
回
向
有
二
種
相
、
一
者
往
相
、
二
者
還
相
」

と
述
べ
る
そ
の
文
章
に
そ
の
ま
ま
依
っ
て
、
親
鸞
は
こ
の
文
章
を
し
る
し
た
の
で
あ
る
が
、
文
章
は
勿
論
「
一
つ
に
は
往
相
の
回
向
、
二
つ
に

は
還
相
の
回
向
な
り
」
と
、
二
種
の
回
向
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
単
純
に
「
往
相
・
還
相
」
の
二
相
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

親
鸞
の
二
種
回
向
に
つ
い
て
論
考
す
る
と
き
、
何
故
か
回
向
を
語
ら
な
い
で
専
ら
往
還
二
相
に
関
心
を
集
中
さ
せ
る
問
題
的
な
傾
向
が
あ
る
見

解
に
、
私
は
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
親
鸞
は
力
を
こ
め
て
、
二
種
の
「
回
向
」
が
あ
る
と
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

こ
と
は
最
も
基
本
的
な
知
見
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
に
読
み
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。�

（『
真
宗
の
大
綱
』
四
一
─
四
二
頁
）

	

と
曇
鸞
の
顕
示
す
る
「
回
向
の
二
相
」
と
の
違
い
に
注
意
し
て
い
る
。

		


『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
二
八
頁

		


『
集
成
』
一
・
二
四
三
頁
参
照

		


先
学
の
中
に
も
、
本
稿
で
示
し
た
理
解
を
採
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
興
隆
の
『
教
行
信
証
徴
决
』
に
は
、

			�



利
他
は
他
力
の
謂
れ
な
り
。
行
者
〔
の
〕
化
物
〔
に
〕
約
し
て
解
〔
す
〕
可
か
ら
ず
教
化
は
教
化
衆
生
な
り
。
此
〔
れ
〕
行
者
〔
に
〕
約
〔
す
〕
註
は
還
相
と
称
す
。
唯
教
化
地

の
果
と
曰
う
。
利
他
と
曰
わ
ず
。
且
く
利
他
と
曰
う
。
仏
力
を
明
さ
ん
為
の
名
な
り
。
則
ち
利
他
の
名
は
他
力
に
約
す
る
を
正
義
と
為
す
。
地

は
猶
し
処
と
言
う
が
ご
と
し
。
益
は
果
に
対
す
。
果
は
体
涅
槃
之
体
益
は
用
な
り
。
涅
槃
之
用
。
涅
槃
経
〔
に
〕
大
般
涅
槃
〔
は
〕
能
〔
く
〕
大

義
文
義
〔
を
〕
建
〔
つ
と
〕
言
〔
う
〕。
猶
〔
し
〕
妙
用
〔
の
ご
と
き
〕
な
り�

（『
集
成
』
七
・
三
四
三
頁
）

	

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

		


『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
右
訓
及
び
左
訓
は
省
略

		


「
証
巻
」
に
は
「
応
化
の
身
を
示
す

0

0

」
と
、『
加
点
本
』
に
は
「
応
化
の
身
を
示
し
て

0

0

0

」
と
そ
れ
ぞ
れ
訓
読
さ
れ
る
。

		


小
川
は
、

			�



加
点
本
の
場
合
は
、
五
念
門
行
者
と
し
て
の
菩
薩
の
出
第
五
門
を
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
親
鸞
は
、
加
点
本
で
は
、
五
念
門
行
者

と
し
て
の
菩
薩
自
身
が
応
化
身
と
し
て
教
化
地
に
至
る
と
い
う
了
解
を
示
す
た
め
に
、
全
体
を
一
連
の
文
と
し
て
訓
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

（10）（11）（12）（13）（14）（15）（16）
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に
対
し
て
見
れ
ば
、「
応
化
の
身
を
示
す
」
と
一
度
文
章
が
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
「
大
慈
悲
を
以
て
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
応
化

の
身
を
示
す
」
こ
と
が
法
蔵
菩
薩
の
出
第
五
門
で
あ
る
、
と
い
う
親
鸞
の
了
解
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
生
死
の
園
、
煩
悩

の
林
の
中
に
回
入
し
て
、
神
通
に
遊
化
し
て
教
化
地
に
至
る
」
よ
う
に
、
ま
た
親
鸞
が
法
然
を
そ
う
い
う
存
在
と
し
て
仰
い
で
い
る
よ
う
に
、

法
蔵
菩
薩
の
教
化
は
、
必
ず
具
体
的
な
人
（
応
化
身
）
と
の
出
遇
い
を
伴
っ
て
具
現
す
る
。
親
鸞
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
応
化
身
を
無
数
に

生
み
出
す
力
用
が
法
蔵
菩
薩
の
出
第
五
門
、
す
な
わ
ち
還
相
回
向
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、「
応
化
の
身
を
示
す
」
と
一
度
文
章
を
切
っ

て
訓
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。�

（『
親
鸞
教
学
』
一
一
一
・
五
六
頁
）

	

と
述
べ
て
、
訓
読
の
相
違
に
注
目
し
「
示
応
化
身
」
の
主
体
を
法
蔵
と
、「
応
化
身
」
と
い
う
主
体
を
法
蔵
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
存
在
と
し
て
理
解

す
る
。
こ
の
よ
う
な
小
川
の
着
目
の
有
用
性
は
、
天
親
の
『
浄
土
論
』
の
出
第
五
門
の
文
を
ど
う
訓
読
す
る
か
を
見
れ
ば
一
層
明
ら
か
と
な
る
。
そ

こ
で
い
ま
、
金
子
大
栄
と
山
口
益
の
『
浄
土
論
』
の
訓
読
を
参
考
に
す
る
と
、

			�



出
の
第
五
門
と
い
う
は
、
大
慈
悲
を
以
て
一
切
の
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
応
化
身
を
示
し
て

0

0

0

0

0

0

0

生
死
の
園
、
煩
悩
の
林
中
に
廻
入
し
神
通
に
遊

戯
〔
し
〕
教
化
の
地
に
至
る
、
本
願
力
の
廻
向
を
以
て
〔
の
〕
故
な
り
。
是
〔
れ
〕
を
出
の
第
五
門
と
名
〔
づ
く
〕。

�

（『
金
子
大
栄
著
作
集
』
第
三
巻
・
三
六
九
─
三
七
〇
頁
・
原
漢
文
）

			�



出
の
第
五
門
と
は
、
大
慈
悲
を
以
て
一
切
の
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
応
化
身
を
示
し
て

0

0

0

0

0

0

0

生
死
の
園
、
煩
悩
林
の
中
に
廻
入
し
神
通
に
遊
戯
し

教
化
地
に
至
る
、
本
願
力
の
廻
向
を
以
て
の
故
に
。
是
〔
れ
〕
を
出
の
第
五
門
と
名
〔
づ
〕
く
。

�

（
山
口
益
『
世
親
の
浄
土
論
』
二
〇
五
─
二
〇
六
頁
・
原
漢
文
）

	

と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
応
化
身
を
示
し
て
」
と
訓
読
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
還
相
回
向
釈
冒
頭
の
『
浄
土
論
』
出
第
五
門
の
文

の
訓
読
に
着
目
す
る
意
義
が
窺
え
る
。

		


「
応
化
」
の
語
を
坂
東
本
で
確
認
す
れ
ば
「
信
巻
」
と
「
証
巻
」
の
出
第
五
門
の
文
に
お
い
て
合
点
の
有
無
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
合
点

と
は
、

			�



そ
れ
ら
の
合
点
が
、
一
々
の
要
文
に
お
け
る
重
要
な
語
句
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
語
句
に
付
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
要
文

の
分
段
を
示
す
た
め
に
付
し
た
も
の
が
あ
る
。�

（『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類　

附
録
篇
一
』
二
七
二
頁
）

	

と
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
合
点
の
研
究
に
つ
い
て
は
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、「
信
巻
」
と
「
証
巻
」
の
還
相
回
向
釈
冒
頭
の
「
応
化
」

（17）
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の
語
に
は
合
点
が
有
る
こ
と
に
対
し
、「
証
巻
」
所
引
の
『
浄
土
論
註
』
利
行
満
足
章
の
「
応
化
」
の
語
に
合
点
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

は
同
じ
「
応
化
」
の
語
で
も
そ
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

		


た
と
え
ば
、
星
野
元
豊
『
講
解
教
行
信
証
』
一
一
〇
八
─
一
一
〇
九
頁
な
ど
。

		


本
文
に
関
連
し
て
、「
証
巻
」
劈
頭
の
自
釈
の
「
従
如
来
生
」
を
理
解
す
る
上
で
、
今
ひ
と
つ
重
要
な
証
文
が
和
語
聖
教
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

			�



一
実
真
如
と
ま
う
す
は
、
無
上
大
涅
槃
な
り
、
涅
槃
す
な
わ
ち
法
性
な
り
、
法
性
す
な
わ
ち
如
来
な
り
。
宝
海
と
ま
う
す
は
、
よ
ろ
づ
の
衆
生

を
き
ら
わ
ず
、
さ
わ
り
な
く
へ
だ
て
ず
、
み
ち
び
き
た
ま
う
を
、
大
海
の
み
ず
の
へ
だ
て
な
き
に
た
と
え
た
ま
え
る
な
り
。
こ
の
一
如
宝
海
よ

り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
法
蔵
菩
薩
と
な
の
り
た
ま
い
て
、
無
碍
の
ち
か
い
を
お
こ
し
た
ま
う
を
た
ね
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
と
、
な
り
た
ま

う
が
ゆ
え
に
、
報
身
如
来
と
も
う
す
な
り
。
こ
れ
を
尽
十
方
無
碍
光
仏
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
れ
る
な
り
。
こ
の
如
来
を
、
南
無
不
可
思
議
光
仏

と
も
も
う
す
な
り
。
こ
の
如
来
を
方
便
法
身
と
も
も
う
す
な
り
。
方
便
と
も
う
す
は
、
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
、
御
な
を
し
め
し
て
衆
生
に
し
ら

し
め
た
ま
う
を
も
う
す
な
り
。
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
な
り
。
こ
の
如
来
は
、
光
明
な
り
。
光
明
は
智
慧
な
り
。
智
慧
は
ひ
か
り
の
か
た
ち
な

り
。
智
慧
ま
た
か
た
ち
な
け
れ
ば
、
不
可
思
議
光
仏
と
も
う
す
な
り
。
こ
の
如
来
、
十
方
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
え
る
が
ゆ
え
に
、
無
辺

光
仏
と
も
う
す
。
し
か
れ
ば
、
世
親
菩
薩
は
、
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
え
り
。

�

（『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
四
五
─
一
四
六
頁
）

	

と
い
う
『
一
念
多
念
文
意
』
の
文
で
あ
る
。
当
文
は
、『
大
経
』
の
「
如
来
所
以
興
出
於
世　

欲
拯
群
萠
恵
以
真
実
之
利
」
に
つ
い
て
註
釈
す
る
文

脈
の
中
で
「
一
実
真
如
」
に
つ
い
て
註
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
直
接
的
に
は
、「
従
如
来
生
」
の
文
に
示
さ
れ
る
「
報
応
化
種
々
身
」
と
対

応
す
る
と
は
言
え
な
い
が
、
報
身
と
し
て
の
「
阿
弥
陀
仏
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
法
性
と
方
便
の
関
係
性
の
中
で
弥
陀
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、『
唯
信
鈔
文
意
』
に
示
さ
れ
る
親
鸞
の
仏
身
理
解
と
の
一
致
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

		


仏
身
論
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
長
尾
雅
人
「
仏
身
論
を
め
ぐ
り
て
」（『
哲
學
研
究
』
五
二
一
・
一
九
七
一
年
）
や
曽
和
義
宏
「
阿
弥
陀
仏

の
仏
身
規
定
を
め
ぐ
っ
て
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
二
六
・
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
に
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

		


神
子
上
惠
龍
は
こ
の
親
鸞
の
仏
身
観
に
つ
い
て
、『
弥
陀
身
土
思
想
の
展
開
』
に
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
理
解
を
今
端
的
に
示
す
と
、

親
鸞
の
仏
身
論
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

			



①
二
身
論　
　

─　
　

真
身
・
化
身　
　
　
　
　
　
　

─　
　
『
教
行
信
証
』

（18）（19）（20）（21）
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②
三
身
論　
　

─　
　

法
身
・
報
身
・
化
身　
　
　
　

─　
　
『
末
灯
鈔
』
第
八
通

			



③
四
身
論　
　

─　
　

法
身
・
報
身
・
応
身
・
化
身　

─　
　
『
愚
禿
鈔
』・『
教
行
信
証
』「
証
巻
」

	
こ
の
よ
う
に
神
子
上
は
、
親
鸞
の
仏
身
観
を
三
つ
の
説
に
分
類
し
、
①
と
③
の
理
解
に
立
ち
な
が
ら
、
親
鸞
の
仏
身
観
を
、
通
途
的
に
は
天
台
宗
の

四
身
論
（
法
身
・
報
身
・
応
身
・
化
身
）
に
依
り
な
が
ら
別
途
的
に
は
真
仏
と
化
仏
と
い
う
二
身
論
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
ま

た
『
愚
禿
鈔
』
に
記
さ
れ
る
「
応
身
」
と
「
化
身
」
に
つ
い
て
も
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
（『
弥
陀
身
土
思
想
の
展
開
』
一
五
二
─
一
五
三
頁
）

が
、
本
稿
で
は
親
鸞
が
「
応
化
身
」
を
ど
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
示
す
も
の
と
し
て
領
解
し
た
か
に
焦
点
を
当
て
る
為
い
ま
は
扱
わ
な
い
。

		


『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
・
一
二
七
頁 

		


こ
こ
で
述
べ
た
「
即
見
彼
仏
」
以
下
の
文
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
詳
細
に
考
察
を
行
っ
た
為
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を
詳
細
に
考
察
し
な
い

こ
と
と
す
る
。

		


『
定
本
』
三
八
一
頁
・
原
漢
文

		


こ
れ
ら
の
和
讃
に
お
い
て
、
法
然
を
「
応
化
身
」
の
具
体
相
と
捉
え
る
見
解
は
既
に
先
学
に
よ
っ
て
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
豅
弘
信

（
一
九
八
九
）
や
寺
川
俊
昭
（
二
〇
〇
七
）
な
ど
。
ま
た
こ
れ
ら
の
先
学
は
法
然
だ
け
で
な
く
、

			



大
心
海
よ
り
化
し
て
こ
そ　

善
導
和
尚
と
お
わ
し
け
れ

			

　

末
代
濁
世
の
た
め
に
と
て　

十
方
諸
仏
に
証
を
こ
う�

（『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
・
一
〇
八
頁
）

	

と
い
う
和
讃
に
依
っ
て
、
善
導
に
つ
い
て
も
「
応
化
身
」
と
捉
え
て
い
る
。

		


『
定
本
』
二
二
二
頁
・
原
漢
文
（
尚
、
本
文
は
「
証
巻
」
に
引
文
さ
れ
る
文
で
あ
る
）

		


た
だ
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
還
相
回
向
釈
に
顕
示
さ
れ
る
内
容
は
あ
く
ま
で
も
現
実
に
お
い
て
「
応
化
身
」
を
成
り
立
た
せ
る

「
示
現
」
の
原
理
で
あ
り
、「
応
化
身
」
そ
の
も
の
（
宗
教
的
人
格
）
に
つ
い
て
は
「
化
身
土
巻
」
を
通
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
還
相
回
向
は
あ
く
ま
で
も
、
如
来
の
「
利
他
教
化
地
の
益
」
で
あ
り
、
法
然
を
は
じ
め
と
す
る
、
師
の
教
化
そ
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
す

る
も
の
で
は
な
い
点
を
付
言
し
て
お
く
。

�

（
岩い
わ

田た　

香こ
う

英え
い 　

大
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
第
三
学
年　

真
宗
学
専
攻
）
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